
回答数：１００件

Q１．これからの時代に、企業が社員のキャリアを支援することは必要だと思うか？

とても必要だと思う 61

ある程度は必要だと思う 37

それほど必要ではないと思う 1

全く必要ないと思う 0

わからない 1

Q２．社員のキャリア開発・キャリア自律を支援する専門の組織（例：キャリア開発室）はあるか？

人事・人材開発部門とは

独立して設置している
4

人事・人材開発部門内に設置している 40

専門組織はないが、専任の担当者はいる 17

専門組織もないし、

専任の担当者もいない
36

わからない 3

＜Q2でキャリア開発・キャリア自律を支援する組織や担当者がいると回答した方＞

Q３．キャリア開発・キャリア自律を支援する組織もしくは担当者の役割は？

社員がｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝやﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝを考えるた

めの教育・研修の企画・運営
51

キャリア面談やキャリアに関する相談が

できる場や窓口の設置と実施
44

社員の相談内容を踏まえた、職場環境改善に関する助言・提言・指導32

社員の能力・スキルアップのための教育・研修の企画・運営28

退職予定者の再就職支援・セカンドキャリア支援 24

社員のキャリア開発を目的とした社内配置転換の提案～実行24

副業・兼業や越境学習など、社外活動の支援 9

その他 2
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とても必要だと思う

61%

ある程度は必要だと思う

37%

それほど必要ではないと思う

1%

わからない 1%
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社員がｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝやﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝを考えるための教育・研修の企画・運営

キャリア面談やキャリアに関する相談ができる場や窓口の設置と実施

社員の相談内容を踏まえた、職場環境改善に関する助言・提言・指導

退職予定者の再就職支援・セカンドキャリア支援

社員のキャリア開発を目的とした社内配置転換の提案～実行

副業・兼業や越境学習など、社外活動の支援

その他

(件)

人事・人材開発部門とは

独立して設置している

4%

人事・人材開発部門内に設置している

40%

専門組織はないが、専任の担当者はいる

17%

専門組織もないし、

専任の担当者もいない

36%

わからない 3%

・設置している

・担当者がいる

６１件

Q3,Q4へ

その他：

・キャリアデザインを設定できるシステム開発、運用

・「教育・研修の企画・運営」は人事部内の

能力開発チームが担当

・新入社員との全員面談などを実施
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＜Q2でキャリア開発・キャリア自律を支援する組織や担当者がいると回答した方＞

Q４．キャリア開発・キャリア自律支援の主な対象層は？

中堅・ミドル層 49

ベテラン・シニア層 46

若年層 42

新卒入社社員 32

管理職層 25

中途入社社員 24

非管理職層 16

わからない 2

＜全員＞

Q５．社員からのキャリアに関する個別相談の窓口や相談体制を敷いているか

キャリアに関する専用の相談窓口や

体制を敷いている
30

キャリアに関する相談が専門ではない

が、
22

キャリアに関する専用の

相談窓口や体制はない
44

わからない 4

＜以下、Q5でキャリアに関する個別相談の窓口や相談体制があると回答した方＞

Q６．相談窓口や相談体制、相談方法は Q７．運営主体はどこか

　　　社員に周知徹底されているか

周知徹底されている 17

周知徹底は不十分 30 自社の社員が運営 38

周知徹底されていない 4 社内運営と外部委託の組み合わせ 9

わからない 0 外部の専門機関に委託 4

わからない 0

自社の社員が運営

74%

社内運営と外部委託の

組み合わせ

18%

外部の専門機関に委託

8%
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中堅・ミドル層

ベテラン・シニア層

若年層

管理職層

非管理職層

わからない

(件)

キャリアに関する専用の相談窓口や

体制を敷いている

30%

キャリアに関する相談が専門ではないが、

社員が何でも相談できる窓口や体制を敷いている

22%

キャリアに関する専用の

相談窓口や体制はない

44%

わからない 4%

相談窓口や相談体制がある

５２件

Q６以降へ

周知徹底されている

33%

周知徹底は

不十分

59%

周知徹底されていない

8%

・新入社員との全員面談などを実施
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Q８．設置してからの期間は、概ねどの位か

3年未満 23

3年以上、5年未満 11

5年以上、10年未満 8

10年以上 7

わからない 2

Q９．どの程度活用されていると思うか

想定した以上に、活用されていると思う 1

想定どおりに、活用されていると思う 16

想定したほどには、活用されていないと思う 32

わからない 2

Q１０．主にどんな社員が活用していると聞いているか（複数回答）

ベテラン・シニア層 23

若年層 20

中堅・ミドル層 18

女性社員 18

男性社員 16

新卒入社社員 10

中途入社社員 9

管理職層 9

メンタル不調者 8

転職を考えている社員 5

非管理職層 5

パフォーマンスの低い社員 1

特に顕著な傾向はない 11

担当外・専門外なのでわからない 4

その他 2

3年未満

45%

3年以上、5年未満

21%

5年以上、10年未満

16%

10年以上 14%

わからない 4%
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ベテラン・シニア層

若年層

中堅・ミドル層

女性社員

男性社員

新卒入社社員

中途入社社員

管理職層

メンタル不調者

転職を考えている社員

非管理職層

パフォーマンスの低い社員

特に顕著な傾向はない

担当外・専門外なのでわからない

その他

(件)

想定した以上に、活用されていると思う

2%

想定どおりに、活用されていると思う

31%

想定したほどには、活用されていないと思う

63%

わからない 4%

その他：

・育児を抱える女性社員

・異動希望者
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Q１１．相談を担当する者が保有する主な資格は（複数回答）

キャリアコンサルタント 42

産業カウンセラー 13

メンタルヘルス・マネジメント検定 8

ファイナンシャルプランナー 6

コーチング関連資格 5

社会保険労務士 4

臨床心理士 2

衛生管理者 2

有資格者が担当しているわけではない 7

担当外・専門外なのでわからない 4

その他 2

Q１２．相談を担当する者が持っている知識や技能は（複数回答）

キャリア形成支援に関する知識・技能 42

カウンセリングに関する知識・技能 34

人事労務管理に関する知識 27

メンタルヘルスケアに関する知識・技能 26

会社の歴史や成り立ち、経営理念、企業風土に関する知識24

ライフプランやマネープランに関する知識・技能 18

担当外・専門外なのでわからない 4

その他 1

Q１３．自社における位置づけや、経営活動との関連について（複数回答）

組織の実態や課題に合わせ、運営方法を改善・工夫している27
人事制度や人事諸施策と、密接に関連付

けられている
26

社員の声や実際の利用者の声を反映し、

適宜修正・改善されている
22

経営層や管理職層から、充分な理解・協

力を得られている
22

相談活動を通じ、明らかになった問題や

課題は、
19

社内外の他組織とも連携しながら、運営されている16
相談活動を通じ、明らかとなった問題や

課題の解決に向け、
13

組織の戦略や目標を達成するために必要

不可欠な機能となっている
2

わからない 6
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コーチング関連資格

社会保険労務士

臨床心理士

衛生管理者

有資格者が担当しているわけではない

担当外・専門外なのでわからない

その他

(件)
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キャリア形成支援に関する知識・技能

カウンセリングに関する知識・技能

人事労務管理に関する知識

メンタルヘルスケアに関する知識・技能

会社の歴史や成り立ち、経営理念、企業風土に関する知識

ライフプランやマネープランに関する知識・技能

担当外・専門外なのでわからない

その他

(件)

その他：

・公認心理師

・資格をもたない担当者も同席することが多い

0 5 10 15 20 25 30

組織の実態や課題に合わせ、運営方法を改善・工夫している

人事制度や人事諸施策と、密接に関連付けられている

社員の声や実際の利用者の声を反映し、

適宜修正・改善されている

経営層や管理職層から、充分な理解・協力を得られている

相談活動を通じ、明らかになった問題や課題は、

経営層と共有されている

社内外の他組織とも連携しながら、運営されている

相談活動を通じ、明らかとなった問題や課題の解決に向け、

組織的な取り組みが行われている

組織の戦略や目標を達成するために必要不可欠な機能となっている

わからない

(件)

その他：社外転籍先情報（会社斡旋転籍）
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